
 

 

 

 

 

 

 

２学期の終業式はインフルエンザの大流

行で、体育館に一堂に会することはできませ

んでしたが、今回は久しぶりにほとんどの児

童が登校し式を行うことができました。会場

への入場の態度も上の学年ほどずいぶん静

粛にできるようになってきました。 

始業式での話の主旨は次の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

３年生の書初めは   スタートの給食は 

「正月」       「チキンカレー」 

 

 

11月にはお忙しい中、アンケートにご協

力をいただきありがとうございました。そ

の後、児童アンケートの結果や教員が学校

の行動目標にてらして自己評価したものも

合わせて分析し、検討をしました。 

→ 「自己評価」 

 

 

 

 

 

さらに２月に学校評価委員さんにアンケ

ートの数値や分析結果も参照いただきなが 

ら評価や助言をうけることになっていま

す。→ 「学校関係者評価」 

 今回は、その①として、保護者アンケー

トの集計を裏面に掲載させていただきま

す。アンケートの回答は真摯にうけとめ来

年度での改善に向けて努めていきたいと思

います。文章でのご意見の主なものについ

て、改善の方向性などを今号と次号に書か

せてもらいます。 

〇トイレの環境の改善について 

→28年度に全面改修を受けましたが十分で

はない面があります。その後も細かな修繕を

してもらったり、職員作業で重点的な清掃を

したりしていますが、なかなか十分な状態に

はなりません。現在は北校舎３F女子トイレ

の２つの個室の大きな故障の修繕待ちです。 

〇エアコンの設置について 

→第９号にも書きましたとおり、市は繰り上

げ設置に向け努力してもらっていますが、繰

り上げ分と全学校の特別教室への設置分が

追加されたので、今度の夏までにそれだけの

設計・設置を請け負ってもらう業者さんがあ

るかどうかにかかっています。 

〇同学年でもクラスが違うと生活のシステ

ムに異なる部分がある 

→必要な部分についてはよくすり合わせを

して同じ歩調にしていきますが、クラスの児

童の実態により、違うシステムが必要な部分

もあることはご理解ください。 

〇アンケートの問い方がわかりにくい 

→よりよい学校評価になるようアンケート

についても改善に務めていきます。 

ウラ面あり 
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学校評価について その① 

私はお正月に箱根駅伝をよく見ています。タスキ

をつなぐ選手のチームワークばかりでなく、補欠

でもがんばって練習したり、水を運んだり、選手

の世話をしたり、いろいろな部員の力で強いチー

ムになる。悪口を言ったり、ましてや SNSで悪

口の書きあいをしたりしているチームは強くな

れない。３学期は今の学級での最後の期間なの

で、お互いの良さや頑張りを認めあいながら強い

仲間になりたい。また下の学年にむけて、自分た

ちはこんなふうに頑張っているんだとタスキを

受け渡すことも大事。 

新しい年が始まりました。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

始 業 式 の 話 



 

  

 


